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『平家物語評判秘伝抄』の中の『源平盛衰記』

　
　
　

�［
要
旨
］『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
慶
安
三
〈
一
六
五
〇
〉
年
刊
）
の
中
に
は
少
な
か
ら

ず
『
源
平
盛
衰
記
』
を
典
拠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
存
在
す
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が

「
朝
敵
揃
」
で
の
「
此
主
上
は
、
不
義
の
王
位
を
續つ

ぎ

給
ひ
、
」（
一
七
・
オ
）
と
い
う
安
徳

天
皇
の
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
『
平
家
評
判
』
が
刊
行
さ
れ
て
二
十
年
後
に
成
立
し
た
『
本

朝
通
鑑
』（
寛
文
十
〈
一
六
七
〇
〉
年
）
も
安
徳
天
皇
の
項
で
『
源
平
盛
衰
記
』
を
典
拠
と

し
た
「
不
患
位
之
不
貴
、
而
患
徳
之
不
崇
…
」
と
記
し
『
平
家
評
判
』
と
近
い
認
識
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、『
本
朝
通
鑑
』
と
い
う
通
史
と
仮
名
草
子
『
平
家
評
判
』
を
同
じ
線

上
に
並
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
問
題
は
『
平
家
評
判
』
が
刊
行
さ
れ
て
二
十
年
後
に
成

立
し
た
『
本
朝
通
鑑
』
と
『
平
家
評
判
』
の
安
徳
天
皇
評
価
が
共
通
認
識
に
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
渥
美
か
を
る
氏
は
「
家
康
の
異
常
な
ま
で
の
吾
妻
鏡
、
盛
衰
記
へ
の
傾
倒
」
が
あ
っ

た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
こ
で
徳
川
家
が
史
書
と
し
て
扱
っ
て
い
る
盛
衰
記
を
引
い
て

い
る
清
盛
、
宗
盛
、
安
徳
天
皇
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］
掠
め
る
・
正
当
性
・
戯
画
化
・
源
平
盛
衰
記
・
吾
妻
鏡

阿
　
部
　
美
　
知
　
代

　『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
の
中
の
『
源
平
盛
衰
記
』

　
　
　
　
　
―
―
清
盛
・
宗
盛
・
安
徳
天
皇
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
―
―

　
　
　

は
じ
め
に

　

鎌
倉
幕
府
の
歴
史
を
編
年
体
で
記
述
し
た
吾
妻
鏡
を
徳
川
家
康
は
重
ん
じ
て
い

た
。
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
、
い
わ
ゆ
る
伏
見
版
の
一
つ
と
し
て
『
新
刊
吾
妻
鏡
』

を
家
康
は
活
字
印
行
さ
せ
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
そ
の
事
業
に
深
く
関
わ
っ
た
の
が
林
羅

山
で
あ
る
。
羅
山
は
家
康
の
命
に
よ
り
慶
長
十
七
（
一
六
一
二
）
年
『
吾
妻
鏡
』
の

年
表
と
も
い
え
る
『
東
鑑
綱
要
』
上
下
二
冊
を
奉
じ
て
い
る
。
更
に
家
康
の
好
学
の

目
は
『
平
家
物
語
』
に
も
向
け
ら
れ
、
吾
妻
鏡
と
『
源
平
盛
衰
記
』（
以
下
、
盛
衰

記
と
略
す
）
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
異
同
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
政
治
利
用

で
あ
っ
た
こ
と
を
渥
美
か
を
る
氏
が
『
古
典
資
料
類
従
19 

源
平
盛
衰
記
』（
勉
誠

社
、
一
九
七
四
）
の
解
説
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

家
康
は
数
あ
る
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
中
で
、
な
ぜ
盛
衰
記
を
重
ん
じ
た
の
だ
ろ

う
か
。
そ
の
答
え
を
『
国
史
館
日
録
』
の
記
事
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。（
読
み

下
し
、
傍
線
筆
者
、
適
宜
、
句
読
点
、
振
り
仮
名
を
付
し
た
。
こ
れ
以
降
同
）。

　
　

�

凡
治
承
至
二
文
治
一
、
源
平
争
乱
事
多
。
平
家
物
語
異
本
多
。
盛
衰
記
亦
詳
。

加
レ
之
以
二
兼
実
記
一
。
治
承
四
年
以
後
者
、
東
鑑
復
加
焉
。
彼
是
有
異
同
。
今
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改
補
猶
労
。
乃
知
三
友
元
草
稿
之
難
二
速
成
一
也（

（
（

。（
寛
文
七
年
十
月
十
一
日
条
）

　
　

�
凡
そ
治
承
よ
り
文
治
に
至
る
ま
で
源
平
争
乱
の
事
多
し
。平
家
物
語
異
本
多
し
。

盛
衰
記
は
亦
詳
ら
か
な
り
。
之
に
加
ふ
る
に
兼
実
記
を
以
て
す
。
治
承
四
年
以

後
は
、
東
鑑
に
復か

え

り
加
え
ん
。
彼
れ
此
れ
異
同
有
り
。
今
、
改
補
す
る
こ
と
猶

労
す
。
乃
ち
、
友
元
は
草
稿
の
速
や
か
に
な
り
難
き
を
知
る
也
。

　
『
国
史
館
日
録
』
と
は
林
鵞
峯
が
寛
文
二
年
か
ら
寛
文
十
年
迄
を
記
し
た
日
記
で

本
朝
通
鑑
編
集
の
為
、
忍
岡
の
邸
内
に
編
集
所
を
設
置
し
、
国
史
館
と
称
し
た
の
で

史
館
日
録
、
国
史
館
日
録
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

本
文
に
戻
る
と
、
国
史
編
纂
に
あ
た
っ
て
『
平
家
物
語
』
の
異
本
の
多
さ
に
当
惑

し
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。そ
の
中
で
『
盛
衰
記
』が
詳
細
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
『
玉
葉
』（
兼
実
記
）
と
『
東
鑑
』
を
加
え
て
考
証
し
よ
う
と
試
み
た
が
、

不
明
な
点
は
諸
本
と
照
合
す
る
作
業
が
困
難
を
極
め
た
こ
と
が
鵞
峰
の
日
記
か
ら
読

み
と
れ
る
。因
み
に
友
元
（
傍
線
部
）と
は
鵞
峰
に
学
び
、幕
府
の
儒
官
と
な
り
『
本

朝
通
鑑
』
の
延
喜
以
降
の
編
纂
に
参
加
し
た
人
美
友
元
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

　

た
だ
、
盛
衰
記
の
記
述
の
多
さ
だ
け
で
国
史
編
纂
の
史
料
と
す
る
点
に
は
問
題
が

残
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
盛
衰
記
の
記
述
が
国
史
と
し
て
『
本
朝
通
鑑
』
に
採
用
さ
れ
た
概
略
で
あ

る
。

　

本
題
に
入
る
と
、『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
以
下
、『
平
家
評
判
』
と
略
す
）

に
は
清
盛
、
宗
盛
、
安
徳
天
皇
の
記
述
の
中
に
徳
川
幕
府
が
史
書
と
し
て
採
用
し
た

盛
衰
記
の
内
容
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。『
平
家
評
判
』
は
な
ぜ
平
家
の
棟
梁
で
あ

る
清
盛
・
宗
盛
、も
し
く
は
そ
の
血
を
受
け
継
ぐ
安
徳
天
皇
の
〈
評
〉
も
し
く
は
〈
傳
〉

に
盛
衰
記
の
記
事
を
組
み
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
平
家
評
判
』
作
者
が
今
大
路
家
周
辺（

（
（

と
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
は
そ
の
蔵
書（

（
（

か
ら

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
読
み
本
系
で
は
長
府
本
（
長
門
本
）、
源
平
盛
衰
記
、
源

平
闘
諍
録
（
以
下
『
闘
諍
録
』
と
略
す
）
の
三
本
が
該
当
す
る
。
し
か
し
、『
闘
諍
録
』

は
今
回
考
察
す
る
「
禿
童
」
で
は
王
莽
説
話
を
引
い
て
お
り
、
八
葉
大
臣
説
話
に
は

触
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
宗
盛
、
安
徳
天
皇
の
記
述
が
あ
る
巻
十
一
は
「
不
足
五
冊
」

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
回
の
考
察
個
所
は
欠
巻
で
あ
る
。更
に
長
府
本
は
『
本

朝
通
鑑
』
編
纂
の
た
め
に
長
府
藩
か
ら
江
戸
へ
寛
文
五
～
六
（
一
六
六
五
～
六
六
）

年
に
貸
し
出
さ
れ
た
と
あ
る（

（
（

。
と
す
れ
ば
、
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
刊
の
『
平

家
評
判
』
が
長
府
本
を
既
に
目
に
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ
て
盛
衰
記
一

本
に
絞
ら
れ
て
く
る
。
そ
こ
を
出
発
点
と
し
て
巻
一
「
禿
童
」、
巻
十
一
「
能
登
殿

最
後
」、
そ
の
他
、
考
察
に
必
要
な
章
段
を
通
し
て
、
清
盛
・
宗
盛
・
安
徳
天
皇
と

盛
衰
記
の
記
事
の
引
用
の
あ
り
方
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
の
か
考
察
し
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。

　

尚
、
考
察
に
あ
た
っ
て
は
渥
美
か
を
る
氏
の
『
古
典
資
料
類
従
19 

慶
長
古
活
字

版
源
平
盛
衰
記
』（
勉
誠
社
、
一
九
七
七
）
を
引
用
し
た
。

　
　
　

１
、
悪
人
清
盛
の
造
型

　
『
平
家
物
語
』
の
中
の
清
盛
の
悪
行
と
言
え
ば
、
鹿
谷
事
件
、
俊
寛
、
治
承
三
年

十
一
月
院
政
停
止
し
、
後
白
河
法
皇
を
鳥
羽
の
離
宮
に
幽
閉
、
高
倉
宮
謀
反
、
福
原

遷
都
、
南
都
焼
き
打
ち
な
ど
が
史
実
に
対
応
す
る
。
こ
の
他
に
は
禿
童
、
妓
王
、
小

督
説
話
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。こ
こ
で
は
盛
衰
記
の
引
用
が
見
ら
れ
る
巻
一
「
禿
童
」

を
題
材
に
す
る
。
そ
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
四
十
一
・
オ
～
四
十
二
・
オ　

�

禿
童
を
使
う
小
人
の
疑
心
と
君
子
の
疑
心
の
相

違
。



29

『平家物語評判秘伝抄』の中の『源平盛衰記』

　

②
四
十
三
・
ウ
～
四
十
四
・
オ　

盛
衰
記
に
み
る
君
子
の
疑
心
の
説
明
。

　

③
四
十
四
・
オ
～
四
十
六
・
ウ　

�

聖
徳
太
子
、孫
子
、鬼
一
伝
か
ら
横
目
・
間
士
・

謀
士
な
ど
雑
学
情
報
。

　

そ
こ
で
①
②
③
と
順
を
追
っ
て
②
の
中
に
盛
衰
記
を
取
り
込
む
意
味
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
①
に
み
る
清
盛
の
悪
行
の
〈
評
〉
か
ら
見
て
み
る
。

　
　

�

評
曰
、
か
ゝ
る
事
は
評
す
べ
き
事
な
し
と
い
へ
共
、
末ま

つ

世
の
為
に
評
を
加く

わ
ふ。

是
入
道
の
身
に
僻ひ

が

事
多
き
が
故
に
、
定
て
世
上
に
嘲あ
ざ
け
り哢
誹そ
し
る

者
有
べ
き
と
思
ふ

疑
う
た
が
ひ

起お
こ

れ
り
。
…
（
略
）
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
一
・
ウ
）

　
　

�

君
子
の
疑
は
、
疑
の
心
を
お
こ
し
て
、
吾
身
の
事
を
と
ゞ
む
る
。
小
人
は
身
の

為
に
疑
。
君
子
は
人
の
為
に
疑
。
さ
れ
ば
此
疑
の
一
つ
に
よ
つ
て
、
人
間
の
交

に
そ
く
ば
く
の
あ
や
ま
ち
多
き
物
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
二
・
オ
）

　

小
人
は
吾
身
の
事
の
み
考
え
る
。
そ
こ
に
や
ま
し
さ
が
現
れ
て
人
を
疑
う
心
が
生

じ
る
。
し
か
し
、
君
子
の
疑
い
は
、
治
国
安
民
が
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
省
み
疑

う
、
二
者
の
間
に
は
「
そ
く
ば
く
の
あ
や
ま
ち
」（
点
線
部
）
則
ち
、
仁
徳
と
無
知

の
大
差
に
よ
っ
て
上
下
関
係
に
大
き
な
誤
解
が
生
じ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
続
く
後
文
②
で
は
盛
衰
記
の
八
葉
大
臣
説
話
を
『
平
家
評
判
』
作
者
が
独
自
に

編
集
し
た
禿
童
に
見
立
て
た
横
目
へ
と
話
し
を
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
い
る
。

　
　

�

惣さ
う

じ
て
天
下
国
家
に
横よ
こ

目
の
者
と
云
を
用
る
事
、
是
疑
の
心
よ
り
發お
こ

る
事
也
。

古
い
に
し
え

徳と
く

有
世
の
横よ
こ

目
を
用
た
る
事
は
、
耳
目
の
士し

と
名
付
て
方
々
に
分ふ
ん

散さ
ん

せ
し

め
、
世
の
政

ま
つ
り
ご
とを
聞き
か

し
め
、
世
上
に
謗そ
し
る

事
あ
れ
ば
是
を
改
あ
ら
た
め

て
天
下
の
僻ひ
が

事

を
糺た

ゞ

す
。
民た
み

の
苦
く
る
し
む

事
あ
れ
ば
、
は
や
く
是
を
安や
す

か
ら
し
む
。
只
偏ひ
と
へ

に
囶
主

の
御
身
の
僻ひ

が

事
を
の
み
聞き
ゝ

出い
だ

さ
し
め
て
、身
の
非ひ

を
糺た
ゞ

し
め
ん
と
欲ほ
つ

し
給
へ
り
。

次
に
は
諸
囶
の
奉
行
人
の
邪じ
や

正
を
糺た
ゞ

さ
ん
が
為
也
。
民
を
苦く
る
し

め
奉
行
人
賄
ま
い
な
い

に
ふ
け
ら
ば
早
く
其
罪つ
み

を
改あ
ら
た

め
、
偏ひ
と
へ

に
天
下
の
人
民
を
憐
あ
は
れ
み

思
召
心
よ
り
此

事
を
用
給
へ
り
。
故
に
世
上
も
豊ゆ

た
か

に
し
て
上
下
天
下
の
長
久
を
願ね
か
ふ。

（
四
十
二
・
オ
～
ウ
）

　

大
凡
は
盛
衰
記
の
八
葉
大
臣
説
話
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
推
測
で
き
よ
う（

（
（

。
作

者
の
時
代
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
横
目
の
者
を
用
い
る
「
天
下
国
家
」（
傍
線
部
）

と
は
徳
川
将
軍
家
を
指
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
小
人
清
盛
に
対
す
る
君
子
と

は
、
清
和
源
氏
を
祖
と
称
す
る
徳
川
将
軍
家
に
他
な
ら
な
い
。
愚
を
ま
と
う
平
氏
対

仁
徳
を
ま
と
う
源
氏
の
構
図
で
あ
る
。
こ
こ
で
整
理
を
す
る
と
、
こ
の
評
に
は
二
つ

の
視
点
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
①
は
平
家
物
語
の
禿
童
譚
に
お
け
る
清
盛
が

如
何
に
小
人
で
あ
っ
た
か
を
際
立
た
せ
る
構
成
で
あ
る
。
そ
し
て
②
は
盛
衰
記
の
八

葉
大
臣
説
話
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
禿
童
を
横
目
に
す
り
替
え
て
作
者
の
今
の
時
代

の
横
目
の
正
当
性
を
語
る
導
入
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
③
に
な
る
と
①
②
に
連
動
し
な
い
様
相
を
呈
す
る
。
そ
の
部
分
は
以
下

で
あ
る
。

　
　

�

聖し
や
う
と
く德
太
子し
の

憲け
ん

法ぽ
う

之
第だ
い

十
曰
。
怒い
か
り

を
断た
ち

、
怒い
か
り

を
す
て
ゝ
、
人
の
違た
が
ふ

を
怒い
か
ら

ざ
れ
。

人
み
な
心
あ
り
。
心を

の
〳各〵

と
る
事
あ
り
。
…
（
略
）
…

　
　

�

我
必
聖せ

い

人
に
あ
ら
ず
。人
な
へ
て
愚ぐ

人
に
あ
ら
ず
。共
に
皆
是
凡ぼ
ん

夫ぷ

た
る
べ
し
。

是
非ひ

の
理

こ
と
は
り

は
た
れ
か
は
よ
く
是
を
分は

か

ち
定さ

だ
め

ん
と
云
り
。
故
に
末ま
つ

代
に
至
て

天
下
国
家
を
持た

も
ち

給
は
ん
人
、
此
一
事
に
心
を
め
ぐ
ら
し
給
へ
。

（
四
十
四
・
オ
～
ウ
）

　

一
見
す
る
と
①
②
に
連
動
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、「
人
間
の
交
に
そ
く
ば
く
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の
あ
や
ま
ち
多
き
物
也
。」
の
具
体
的
説
明
へ
の
移
行
で
あ
る
。『
平
家
評
判
』
が
言

わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
為
政
者
に
と
っ
て
仁
徳
だ
け
で
は
統
治
で
き
な
い
現
実
的

な
部
分
が
傍
線
部
「
我
必
聖
人
に
あ
ら
ず
」
に
呼
応
す
る
。
そ
し
て
「
是
非
の
理
は

た
れ
か
は
よ
く
是
を
分
ち
定
ん
」
と
い
う
権
柄
（
生
殺
与
奪
）
の
行
使
が
で
き
る
の

は
統
治
者
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
「
末
代
に
至
て
天
下
国
家
を
持
給
は
ん
人
」

則
ち
将
軍
に
求
め
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
左
記
は
下
の

者
に
向
け
て
の
注
意
喚
起
で
あ
る
。例
え
ば
謀
反
を
企
て
る
者
が
い
た
場
合
、横
目
、

間
士
・
謀
士
の
有
効
な
利
用
法
を
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

若も
し

世
に
事
を
巧た
く
む

者
あ
る
時
に
は
、
必
此
横
目
と
云
に
先
大
事
あ
る
物
也
。
良

将
は
様
々
の
策

は
か
り
こ
と

を
め
ぐ
ら
し
、
彼か
の

横
目
に
是
を
聞き
か

し
め
て
其
横よ
こ

目
の
耳
と

目
を
く
ら
ま
す
時
は
、
そ
の
君
の
耳
目
を
闇

く
ら
ま
す

事
安
し
。

　
　

�

故
に
忠
臣
賢
臣
の
間
を
妨
さ
ま
た
げ

又
科と
が

な
き
人
を
害
せ
し
め
て
、
禍
わ
ざ
わ
ひ

の
便た
よ
り

と
な
す

も
の
也
。
故
に
軍ぐ

ん

法
に
間か
ん

士し

謀ぼ
う

士
と
云
事
あ
り
。（

四
十
四
・
ウ
～
四
十
五
・
オ
）

　

右
の
記
述
は
『
孫
子
諺
解
』「
始
計
第
一
」
に
載
る
「
兵
ハ
者
詭
い
つ
わ
り
ノ
道
ナ
リ
也
」
の

注
釈
部
分
で
あ
る
「
親
シ
ム
ト
キ
ハ
而
離
レレ
シ
ム
之
」
に
該
当
す
る
、

　
　

�

敵
ノ
君
臣
一
味
シ
テ
中
ヨ
ク
ハ
、
ヨ
ク
口
ノ
キ
ヽ
タ
ル
者
ヲ
ツ
カ
ハ
シ
、
其
ウ

チ
ハ
ヲ
ヤ
フ
ル
ヤ
ウ
ニ
サ
ヽ
ヘ
テ
、
君
ハ
臣
ヲ
疑
ヒ
臣
ハ
君
ヲ
疑
フ
ヤ
ウ
ニ
ス

レ
ハ
敵
ノ
家
ミ
タ
ル
ヽ
ナ
リ
。
其
時
ニ
ウ
ツ
ヘ
シ
。

を
『
平
家
評
判
』
が
独
自
に
編
集
し
た
と
考
え
る
。
疑
わ
し
き
は
策
を
弄
し
て
自
滅

に
追
い
込
む
と
い
う
極
め
て
強
権
的
な
『
平
家
評
判
』
の
姿
勢
が
見
て
と
れ
る
と
と

も
に
、「
政
ま
つ
り
ご
と

不
実じ
つ

な
る
時
は
民た
み

あ
な
ど
る
」
と
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
横
目
が
見
れ

ば
領
主
の
善
政
、
悪
政
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
と
「

故
か
る
が
ゆ
へ
に

に
謹
つ
ゝ
し
ん

而で

是
を
了さ
と
り

給
へ
」

（
四
十
五
・
オ
）
と
下
の
者
に
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

　

何
故
、『
平
家
評
判
』
は
『
平
家
物
語
』
の
禿
童
譚
か
ら
発
展
し
た
横
目
、
間
士
・

謀
士
の
構
成
を
と
っ
た
の
か
。
当
時
の
横
目
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
横
目
と
は
横

目
付
け
と
も
い
い
、
江
戸
幕
府
が
大
名
の
施
政
監
察
の
た
め
全
国
に
派
遣
す
る
諸
国

巡
見
使
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
古
例
は
慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
近
江
国
、
同
十
四

（
一
六
〇
九
）
年
越
後
国
・
若
狭
小
浜
藩
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
、
会
津
藩
に

巡
見
使
を
送
り
藩
政
の
得
失
・
民
衆
の
利
害
を
監
察
し
て
い
る（

（1
（

。
監
察
を
受
け
る
側

に
と
っ
て
は
巡
見
使
の
接
待
、
領
内
に
抱
え
る
諸
問
題
の
応
急
措
置
に
追
わ
れ
、
諸

藩
に
は
大
き
な
不
安
と
動
揺
を
与
え
た（

（1
（

。
以
上
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
平
氏
の
悪
行
を

逆
手
に
と
っ
て
当
代
が
抱
え
る
不
安
や
不
満
へ
の
対
処
、
政
治
利
用
と
い
う
側
面
が

考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、横
目
の
正
当
性
を
語
る
に
際
し
て
盛
衰
記
の
記
事
を
何
故
、

持
ち
込
ん
だ
の
か
。

　

兵
藤
裕
己
氏
は
、
近
世
初
期
の
平
家
の
物
語
が
徳
川
家
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　

�

た
と
え
ば
近
世
の
初
頭
、「
平
家
」
が
幕
府
の
式
楽
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、

徳
川
家
康
が
清
和
源
氏
（
新
田
流
）
の
由
緒
の
も
と
に
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た

こ
と
と
無
縁
に
は
考
え
が
た
い
。
近
世
初
頭
に
『
平
家
物
語
』
が
さ
か
ん
に
版

行
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
れ
が
近
世
初
頭
に
あ
っ
て
も
源
氏
将
軍
家
の
草
創
・
起

源
神
話
と
し
て
の
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

（1
（

。

　

平
家
一
門
の
鎮
魂
の
物
語
は
足
利
義
満
に
と
っ
て
源
氏
将
軍
家
の
草
創
・
起
源
を

語
る
神
話
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
下
統
一
を
果
た
し
、
世
襲
形
態
が
も
は
や
確
立
さ
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れ
た
徳
川
家
に
と
っ
て
も
平
家
の
物
語
は
草
創
・
起
源
神
話
の
一
面
を
も
っ
て
い
た
、

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
『
平
家
評
判
』
が
盛
衰
記
を
引
く
に
は
政
治
的
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
内

容
か
ら
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、『
平
家
評
判
』
が
仮
名
草
子
の
類
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
清
盛
に
向
け
て
繰
り
返
す
「
掠
め
取
る
」
と
い
う
極
端
な
ま
で
の
表
現

と
、
盛
衰
記
の
八
葉
大
臣
に
見
立
て
た
仁
徳
あ
る
徳
川
将
軍
家
と
い
う
平
氏
対
源
氏

の
構
図
は
、
源
氏
将
軍
家
の
草
創
と
正
当
性
を
意
図
的
に
演
出
し
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。『
平
家
評
判
』「
禿
童
」
の
章
段
最
後
は
、

　
　

�

傳で
ん
に

曰
、鬼
一
軍ぐ
ん
り
ゃ
く略

之
篇へ
ん
に

曰
、敵
乃
調
子
を
聞
て
、軍
の
善
悪
を
知し
る

秘ひ

傳で
ん

に
は
、

管か
ん

に
あ
ら
ず
、
鼓こ

に
あ
ら
ず
、
又
音お
ん

聲せ
い

に
あ
ら
ず
。
音お

と

な
く
心
を
し
れ
と
云
り
。

誠
に
ふ
か
き

慮
お
も
ん
ぱ
か
り

あ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
十
五
オ
～
ウ
）

で
あ
る
。
鬼
一
軍
略
篇
が
特
に
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

要
す
る
に
傍
線
部

が
示
す
八
葉
大
臣
に
見
立
て
た
君
子
（
徳
川
将
軍
家
）
の
疑
い
の
心
を
理
解
せ
よ
、

誠
に
思
慮
深
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
賞
賛
で
閉
じ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
八
葉
大
臣
説
話
を
組
み
込
ん
だ
禿
童
譚
を
読
む
、
も
し
く
は
楽
し
む
人
物
の
為

の
構
成
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

　
　
　

２
、
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
平
氏

　
『
平
家
物
語（

（1
（

』
に
お
け
る
平
宗
盛
の
描
写
は
、
兎
角
、
棟
梁
と
し
て
の
資
質
を
問

わ
れ
る
場
面
が
多
い
。
巻
六
「
横
田
河
原
合
戦（

（1
（

」
で
は
平
家
一
門
が
時
の
流
れ
を
読

み
と
ら
な
い
愚
鈍
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�

東
国
北
国
の
源
氏
等
、
蜂
の
如
く
に
起
り
合
ひ
、
只
今
都
へ
亂
れ
入
る
由
聞
え

し
か
ど
も
、
平
家
の
人
々
は
、
風
の
吹
く
や
ら
ん
、
波
の
立
つ
や
ら
ん
を
も
知

り
給
は
ず
。
か
や
う
に
花
や
か
な
り
し
事
ど
も
、
な
か
〳
〵
云
ふ
が
ひ
な
う
ぞ

見
え
し
。

　

右
記
は
寿
永
と
改
元
さ
れ
た
九
月
、
城
四
郎
長
茂
が
信
濃
国
横
田
河
原
で
木
曽
義

仲
と
戦
い
、
平
氏
が
大
敗
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
目
前
に
迫
る
危
機
を
認
知
し
な
い

ま
ま
、
大
嘗
会
御
禊
の
儀
式
が
行
わ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
関
し
て
平
氏

の
棟
梁
・
宗
盛
の
様
子
を
『
玉
葉
』
は
寿
永
元
年
十
月
廿
一
日
条
に
詳
細
に
記
し
て

い
る（

（1
（

。

　
　

�

大
將
依
レ
未
二
着
陣
一
、
徘
二-

徊
南
殿
御
後
邊
一
、
少
將
於
二
左
衛
門
陣 

座
邊
一
、

相
二-

待
出
御
一
、
騎
馬
供
奉
云
々
、
先
レ
是
、
莭
下
内
大
臣
参
入
、
今
日
卽
着
陣

云
々
、
而
依
レ
無
二
便
宜
一
、
無
二
申
〔
文
〕一
、
…
（
略
）
…

　
　

莭
下
大
臣
兩
度
落
馬
、
待
賢
門
前
一
所
、

三
條
京
極
一
所
、
莭
旗
柄
折
了
、
是
不
吉
の
兆
也
云
々
、

　
　

�

大
将
未
だ
着
陣
せ
ず
に
依
り
て
南
殿
御
後
邊
を
徘
徊
す
。
少
将
、
左
衛
門
陣
座

の
邊
に
於
い
て
出
御
を
相
待
つ
。
騎
馬
供
奉
云
々
。
是
よ
り
先
、
莭
下
内
大
臣

参
入
す
。
今
日
即
ち
着
陣
云
々
。
而
し
て
便
宜
な
き
に
よ
り
、
申
し
文
も
無
し
。

…
（
略
）
…

　
　

�
莭
下
大
臣
、
兩
度
落
馬
す
。
待
賢
門
前
一
所
、
三
條
京
極
一
所
。
莭
旗
の
柄
折

り
了
は
ん
ぬ
。
是
、
不
吉
の
兆
し
也
と
云
々
、

　

宗
盛
が
待
賢
門
と
三
條
京
極
で
落
馬
し
た
記
事
が
見
え
る
。
前
々
日
の
十
月
一
九

日
条（

（1
（

に
目
を
向
け
る
と
、
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�
自
レ
院
賜
二
大
將
可
レ
騎
之
馬
一
、
黒
鹿
毛
、
飾
レ
之
敢
無
二
驚
氣
一
、
明
後
日
拂
暁
、

可
二
持
來
一
之
由
召
二-

仰
之
一
、陰
陽
頭
泰
親
朝
臣
來
、召
レ
前
問
二
天
變
事
一
、密
々

令
レ
見
二
奏
案
一
、

　
　

�

院
よ
り
大
將
騎
る
べ
き
馬
を
賜
う
。（
黒く
ろ

鹿か

毛げ

）、
之
を
飾
る
に
敢
え
て
驚
氣
す

る
こ
と
な
し
。
明
後
日
拂
暁
、
持
ち
來
る
可
し
の
由　

之
に
召　

し
仰
す
。
陰

陽
頭
泰
親
朝
臣
來
た
る
。
前
に
召
し
て
天
變
の
事
を
問
う
。
密
々
に
奏
案
を
見

せ
し
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
寿
永
元
年
十
月
一
九
日
条
）

こ
の
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
後
白
河
院
か
ら
宗
盛
に
黒
鹿
毛
の
馬
が
下
賜
さ
れ
た
。

馬
が
唐
鞍（

（1
（

を
装
着
し
て
驚
く
か
否
か
を
敢
え
て
確
認
し
た
、（
大
嘗
会
御
禊
の
）
当

日
の
明
け
方
に
馬
を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
と
宗
盛
に
後
白
河
院
か
ら
仰
せ
が
あ
っ

た
、
と
い
う
趣
旨
の
記
事
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
唐
鞍
の
装
飾
の
み
で
あ
れ
ば
馬

は
暴
れ
な
い
。
し
か
し
、
唐
鞍
の
重
み
に
加
え
て
更
に
人
が
乗
れ
ば
馬
の
負
担
は
増

大
す
る
。
ま
し
て
黒
鹿
毛
が
騰
馬（

（1
（

の
性
質
だ
っ
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
波
線
部
の

兼
実
が
泰
親
に
「
天
變
の
事
を
問
う
。 

密
々
に
奏
案
を
見
せ
し
む
。」
と
い
う
一
文

を
推
測
す
る
に
、
宗
盛
の
落
馬
は
予
め
想
定
さ
れ
て
い
た
、
も
っ
と
言
う
な
ら
ば
、

後
白
河
院
に
乗
せ
ら
れ
て
「
節
旗
柄
折
了
、
是
不
吉
之
兆
也
云

（々
（1
（

」
と
い
う
天
変
の

予
兆
を
人
々
に
印
象
付
け
る
結
果
を
自
ら
導
き
出
し
て
し
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
『
玉
葉
』
は
更
に
大
嘗
会
御
禊
に
つ
い
て
「
行
列
次
第
散
々
、
近
代
之
例
也（

（2
（

」
と

こ
き
下
ろ
し
、
關
白
入
道
（
藤
原
基
房
）
が
行
列
を
見
物
し
た
際
の
「
違
例
」
五
項

目
（
落
馬
、
作
法
、
装
束
等
）
を
『
玉
葉
』
は
載
せ
て
い
る（

（2
（

。

　

宗
盛
以
下
平
氏
一
門
は
何
故
、
か
く
も
公
卿
・
殿
上
人
の
笑
い
者
に
な
る
よ
う
な

失
態
を
重
ね
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
要
す
る
に
平
氏
は
高
官
高
位
の
職
に
あ
り

な
が
ら
公
事
の
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
玉
葉
』
に
そ
の
一

端
を
窺
わ
せ
る
記
事
が
あ
る（

（2
（

（
読
み
下
し
の
（　

）
内
、
筆
者
）。

　
　

�

巳
刻
、花
山
院
大
納
言
被
レ
來
、數
刻
言
談
、大
嘗
会
御
禊
、大
將
作
法
不
審
事
、

余
問
レ
之
、
彼
父
相
國
、
仁
安
元
年
令
二
供
奉
一
之
故
也
、
罷
歸
可
二
注
獻
一
之
由

被
レ
答
、
及
二
申
刻
一
被
レ
還
了　

…
（
略
）
…　
　
（
寿
永
元
年
十
月
十
八
日
条
）

　
　

�

巳
の
刻
、
花
山
院
大
納
言
（
藤
原
兼
雅
）
來
た
れ
り
。
數
刻
言
談
す
。
大
嘗
会

御
禊
、
大
將
（
宗
盛
）
は
作
法
審
ら
か
な
ら
ざ
る
事
、
余
に
之
を
問
う
。
彼
の

父
相
國
は
、
仁
安
元
年
、
供
奉
せ
し
む
る
の
故
也
。
罷
り
帰
り
て
注
獻
す
べ
き

の
由
、
答
え
ら
れ
、
申
の
刻
に
及
び
還
ら
れ
了
ぬ
。

　

花
山
院
大
納
言
が
や
っ
て
来
た
。（
大
嘗
会
御
禊
に
関
す
る
有
職
故
実
に
つ
い
て
）

話
し
を
し
た
、
大
將
（
宗
盛
）
は
作
法
に
つ
い
て
詳
し
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
兼
実

に
（
花
山
院
兼
雅
が
）
問
う
た
、
仁
安
元
年
、（
憲
仁
親
王
立
太
子
）
に
清
盛
も
（
春

宮
大
夫
と
し
て
）
供
奉
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
巳
刻
か
ら
申
刻
ま
で

四
～
五
時
間
、話
し
合
い
を
し
た
、帰
っ
た
ら
宗
盛
に
申
し
上
げ
よ
う
と
答
え
て
帰
っ

た
、
と
い
う
の
が
大
筋
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
記
事
に
は
多
く
の
矛
盾
点
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
嘗
会
御
禊
は

天
皇
が
即
位
し
た
時
に
行
わ
れ
る
儀
式
で
あ
る
こ
と（

（2
（

、
高
倉
天
皇
（
憲
仁
）
の
大
嘗

会
御
禊
が
行
わ
れ
た
の
は
仁
安
三
年
十
月
二
十
一
日
で
あ
る
こ
と（

（2
（

、
そ
の
際
、
御
禊

行
幸
日
供
奉
五
位
已
上
の
中
に
藤
原
兼
雅
、
宗
盛
、
教
盛
、
經
盛
、
重
衡
の
名
が
挙

が
っ
て
い
る（

（2
（

。
そ
し
て
宗
盛
は
新
帝
即
位
の
御
禊
次
第
司
御
後
長
官
を
拝
命
し
て
い

る
の
で
あ
る（

（2
（

。
高
倉
天
皇
の
大
嘗
会
御
禊
に
つ
い
て
は
『
兵
範
記
』
の
記
述
か
ら
も

相
当
の
長
期
間
に
渉
っ
て
勘
文
に
よ
る
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
宗
盛
が
安
徳
天
皇

の
大
嘗
会
御
禊
の
作
法
・
装
束
に
つ
い
て
儀
式
の
前
々
日
に
至
っ
て
も
詳
し
く
な
い
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と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。

　

平
氏
は
歌
を
詠
ん
で
も
公
事
の
記
録
を
残
さ
な
か
っ
た
、
言
う
な
れ
ば
、
公
事
の

記
憶
す
ら
曖
昧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
官
高
位
を
一
門
で
占
め
た
が
故
に
有
職
故

実
を
習
う
相
手
を
敵
に
回
し
て
し
ま
っ
た
（
例
え
ば
、
藤
原
基
房
、
九
条
兼
実
）
と

い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
記
録
と
い
う
点
に
お
い
て
は
宗
盛
ひ
と
り
の
責
任
で
は
な
い

に
し
て
も
、
高
位
高
官
を
極
め
た
家
が
次
に
す
る
こ
と
は
、
先
ず
は
家
の
記
録
を
残

す
と
い
う
こ
と
が
棟
梁
に
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
。
こ
う
し
た
負
の
要
素
が
平
氏
の
棟
梁
・
宗
盛
の
資
質
の
欠
如
と
し
て
平

家
の
物
語
に
付
加
さ
れ
、形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
最
た
る
記
述
が
『
平

家
評
判
』
作
者
に
よ
っ
て
描
出
さ
れ
る
暗
愚
の
宗
盛
像
と
「
正
当
性
」
へ
の
問
題
で

あ
る
。

　
　
　

３
、
宗
盛
の
戯
画
化
に
つ
い
て

　
『
平
家
物
語
』
巻
十
一
「
能
登
殿
最
期
」
は
安
徳
天
皇
が
二
位
の
尼
に
抱
か
れ
て

入
水
し
た
直
後
の
章
段
で
あ
る
。
潔
く
戦
い
、
散
っ
て
い
っ
た
人
々
の
中
で
宗
盛
・

清
宗
父
子
は
「
海
に
入
ら
ん
ず
る
け
し
き
も
お
は
せ
ず
」
と
い
っ
た
様
子
に
「
餘
り

の
心
憂
さ
に
」
思
っ
た
家
臣
に
海
に
突
き
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
姿
が
描
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
『
平
家
評
判
』
巻
十
一
「
能
登
殿
最
後
」
で
は
、
宗
盛
が
自

害
せ
ず
に
生
け
捕
り
の
恥
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　

�

死
を
悪に
く
ん

で
、
生
を
愛あ
い

す
る
は
、
な
へ
て
人
の
習な
ら
ひ

と
は
い
へ
ど
も
、
義
を
守
節

に
臨
む
時
は
、
豈
生
命
を
愛
し
て
、
天
地
の
法
に
違
べ
け
ん
や
。
其
上
宗
盛
苟

も
天
下
の
武
将
と
し
て
し
か
も
平
氏
の
大
将
た
り
。
…
（
略
）
…（

二
十
四
・
オ
）

　
　

�

良
將
、
妄み
だ
り

に
命
を
捨す
つ

る
を
の
み
本
意
と
は
す
べ
か
ら
ず
。
一
度
大
功こ
う

を
た
て

ん
と
思
ふ
時
は
、
一
旦た

ん

の
恥は
ぢ

を
受う
く

と
云
共
、
小
名め
い

を
貪
む
さ
ぼ
る

事
な
か
れ
。
さ
れ
ど

も
此
宗
盛
、
さ
や
う
の
心
得
あ
り
て
命
を
惜お

し
む人
に
は
非
ず
。
故
に
此
人
、
末ま
つ

代

の
今
に
到
る
ま
で
其
名な

を
穢け
が

し
給
ふ
も
の
也
。　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
・
ウ
）

こ
の
評
と
ほ
ぼ
同
じ
視
線
を
向
け
て
い
る
の
が
盛
衰
記
の
評
価
で
あ
る
。
以
下
に
示

す
。

　
　

�

前
ノ
内
大
臣
宗
盛
ハ
。
苟
ク
モ
爲
二タ
リ
征
夷
之の

將
一
。
忽
チ
ニ

囚と
ら
は
レ二
匹ひ
ツ
夫
之
ク
手
ニ一 

永
ク
懸
ル二

訕そ
し
り　

於を

萬
人
之の

脣
く
ち
び
る
ニ一
獨
リ
ノ
殘
ス二
耻
ヂ
於を

累る
い

祖
之
ノ
跡
一
無
慙
ト
云
モ
疎

也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
四
十
三
、
一
七
三
頁
）

　
『
平
家
評
判
』
と
盛
衰
記
の
記
述
の
全
て
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
も
「
生
き
て
の
恥
、
死
に
て
の
辱は

ぢ

、
何い
づ

れ
も
劣
ら
ざ
り
け
り
」（「
大
臣
殿
被

斬
」）
を
想
起
し
て
の
評
で
あ
ろ
う
。『
平
家
評
判
』
は
特
に
死
に
際
に
拘
り
を
見
せ

て
い
る
。
し
か
も
そ
の
語
り
口
は
平
家
の
棟
梁
と
し
て
恥
ず
べ
き
宗
盛
の
戯
画
化
で

あ
る
。「
傳
曰
」
は
宗
盛
に
自
害
を
頻
り
に
進
め
る
五
郎
兵
衛
忠
清
の
説
得
を
載
せ

て
い
る
。

　
　

�

傳
曰
、
五
ら
う
兵
衛
忠
清
志
度
浦
に
て
、
宗
盛
の
御
前
に
参
畏
て
申
け
る
は
、

軍
の
様
一
定
平
家
の
運
盡
果
ぬ
る
と
見
え
て
候
。
…
（
略
）
…
速

す
み
や
か

に
御
自じ

害か
い

候
べ
し
。
忠
清
御
か
い
し
や
く
仕
。
恐お
そ
れ

多お
ほ

き
申
事
に
候
へ
ど
も
、
御
首く
び

を
給

て
源
氏
に
参
、
義
經
が
実じ

つ

見
に
入
候
べ
し
。
然
ら
ば
其
罪つ
み

を
ゆ
る
し
、
命
を
ば

助
置を

き

候
べ
し
。
左
様
に
お
い
て
は
、
其
時
分
を
窺
候
て
、
頼
朝と
も

か
義
經
を
討う
ち

取と
り

候
べ
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
十
四
・
ウ
～
二
十
五
・
オ
）
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「
傳
曰
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
話
形
は
謡
曲
「
大
仏
供
養（

（2
（

」（
金
春
流

で
は
「
奈
良
詣
」）
の
中
で
南
都
の
大
仏
供
養
に
臨
む
頼
朝
を
景
清
が
討
と
う
と
し

て
失
敗
す
る
話
し
を
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、「
大
仏
供
養
」
の

演
能
記
録
と
し
て
は
慶
長
十
一
、十
二
、
元
和
元
年
、
寛
永
八
年
と
演
能
の
回
数
は

少
な
い
。
む
し
ろ
、
延
宝
九
年
以
降
に
演
能
記
録
が
目
立
っ
て
く
る（

（2
（

。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
能
ま
た
は
古
浄
瑠
璃
か
ら
発
生
し
た
伝
承
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

  

五
郎
兵
衛
忠
清
は
『
平
家
物
語
』
巻
五
「
富
士
川
」
に
お
い
て
「
富
士
河
に
鎧
は

す
て
つ
墨
染
の
衣
た
だ
き
よ
後
の
世
の
た
め
」
と
落
書
に
読
ま
れ
た
人
物
で
あ
る（

（3
（

。

水
鳥
の
飛
び
立
つ
羽
音
に
源
氏
が
攻
め
て
く
る
も
の
と
勘
違
い
を
し
て
維
盛
と
と
も

に
敵
前
逃
亡
を
し
た
人
物
が
、
宗
盛
に
自
害
の
勧
め
を
す
る
役
割
を
与
え
る
あ
た
り

に
講
釈
に
似
た
展
開
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
文
に
戻
る
と
、
忠
清
は
宗
盛
に
繰
り

返
し
自
害
の
説
得
を
す
る
も
の
の
、
宗
盛
の
答
え
は
、

　
　

�

知と
も

盛
か
教の
り

經
な
ど
が
首く
び

こ
そ
ゆ
ゝ
し
か
る
べ
け
れ
。
我
は
君
の
御
供と
も

を
仕
べ
き

身
也

と
い
う
「
愚
」
を
作
者
は
宗
盛
像
に
付
加
す
る
。
そ
こ
へ
景
清
の
登
場
と
な
り
、
宗

盛
の
「
愚
」
は
更
に
添
加
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

�

上
総
悪
七
兵
衛
景
清
、
大
將
の
御
事
是
も
心
も
と
な
く
や
お
も
ひ
け
ん
。
急い
そ
ぎ

小
舟
を
さ
し
よ
せ
て
、
忠
清
に
逢あ
ひ

、
い
か
に
や
宗
盛
は
御
自じ

害が
い

候
ひ
つ
る
や
と

問
。
…
（
略
）
…

　
　

�

宗
盛
か
げ
き
よ
が
詞
を
聞
、
急い
そ
ぎ

舟ふ
な

底ぞ
こ

に
ひ
れ
ふ
し
、
我
を
ば
と
も
し
て
助た
す
け

て

た
べ
、
景
清
頼
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、
景
清
あ
ざ
わ
ら
つ
て
、
最
後
に
我
等
ご
と

き
の
凡
夫
を
御
頼
あ
ら
ん
よ
り
、
西
方
浄
土
の
弥
陀
を
御
頼
お
は
し
ま
せ
。

（
二
十
六
・
ウ
～
二
十
七
・
オ
）

　

宗
盛
の
戯
画
化
の
締
め
く
く
り
は
、「
天
下
に
隠か
く
れ

な
き
最
後
を
つ
と
め
」

（
二
十
五
七
・
オ
）
て
名
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
君
の
首
を
取
っ
て
敵

将
に
差
し
出
し
、
隙
を
窺
っ
て
相
手
を
倒
す
、
結
果
、
名
を
上
げ
る
、
と
い
う
構
図

は
果
た
し
て
高
名
を
残
す
こ
と
に
な
る
の
か
。
意
図
的
に
名
を
残
す
行
動
は
『
平
家

評
判
』
自
身
も
批
判
的
で
あ
る（

（3
（

（「
先
帝
御
入
水
」
二
十
・
オ
）。
名
を
残
す
こ
と
に

つ
い
て
は
補
助
的
題
材
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
宗
盛
を
か
く
も
「
愚
」
の
極
み
に
仕
立

て
上
げ
る
こ
と
が
本
流
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
は
下
る
が
『
本
朝
通
鑑
』

に
宗
盛
の
俗
傳
を
以
下
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る（

（3
（

。

　
　

�

俗
傳
。
宗
盛
留
二
宋
舶
一
乘
レ
之
。
軍
敗
即
欲
二
逃
入
一レ
宋
。
以
二
義
經
急
攻
一
而

不
レ
能
。

　

宗
盛
は
沖
に
停
泊
し
て
い
た
宋
船
に
乗
っ
て
宋
に
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
義
経
の

急
襲
に
遭
い
叶
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
俗
傳
で
あ
る
。

　
『
本
朝
通
鑑
』
は
、
三
代
将
軍
・
家
光
の
命
に
よ
り
林
羅
山
が
神
武
天
皇
か
ら
宇

多
天
皇
に
至
る
歴
史
を
『
本
朝
編
年
録
』
と
し
て
編
集
し
、
家
光
に
進
上
し
た
。
し

か
し
、
明
暦
の
大
火
に
よ
り
消
失
、
そ
の
後
、
四
代
将
軍
・
家
綱
の
命
に
よ
り
林
鵞

峰
が
中
心
と
な
っ
て
国
史
編
纂
事
業
を
再
開
。
新
た
に
『
本
朝
通
鑑
』
と
し
て
寛
文

十
（
一
六
七
〇
）
年
に
成
立
し
て
い
る
。

　

他
方
、『
平
家
評
判
』
は
刊
行
以
後
、
多
く
の
読
者
の
支
持
を
得
て
い
た
こ
と
は
、

『
平
家
評
判
』
の
反
駁
書
で
あ
る
『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』（
正
徳
二
〈
一
七
一
二
〉

年
刊
）
の
序
に
「
今
世
妾
男
子
作
テ二
評
判
一
流
二
行
ス
四
方
ニ
其
評
ヤ
也
」
と
あ
る
よ
う
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に
多
く
の
読
者
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
本
朝
通
鑑
』
が
載
せ
る
宗
盛
の
俗
傳
は
『
平
家
評
判
』
が
広
く
読
ま
れ
る
過
程

で
戯
画
化
さ
れ
た
宗
盛
像
が
新
た
な
傳
を
発
生
さ
せ
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
。

　

加
美
宏
氏
は
「『
本
朝
通
鑑
』
が
徳
川
幕
府
が
成
立
し
て
く
る
歴
史
的
な
正
当
性

を
明
ら
か
に
し
た
史
書
と
し
て
も
、重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
」と
説
く
と
と
も
に
、

「
六
国
史
以
後
の
歴
史
を
叙
述
す
る
に
際
し
て
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
「
物
語
・
説
話
集
・
軍
記
な
ど
の
「
小
説
」「
稗
史
」
類
の
採
用
は
不
可

欠
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る（

（3
（

。

　

こ
の
こ
と
を
考
え
た
時
、
平
氏
の
棟
梁
で
あ
る
宗
盛
が
、
我
が
身
大
事
さ
故
に
宋

に
逃
げ
込
も
う
と
す
る
卑
怯
さ
を
、
徳
川
幕
府
が
成
立
し
て
く
る
歴
史
的
な
正
当
性

を
明
ら
か
に
し
た
史
書
に
俗
傳
で
は
あ
る
も
の
の
載
せ
る
意
味
を
見
落
と
し
て
は
な

ら
な
い
。
無
論
、『
平
家
評
判
』
が
『
本
朝
通
鑑
』
に
与
え
た
影
響
の
有
無
云
々
を

述
べ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
た
上
で
、『
平
家
評
判
』
が
か
く
も
宗
盛
を
戯

画
化
す
る
必
要
性
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
点
を
考
え
た
い
。

　

抑
も
こ
の
戯
画
化
は
何
を
基
に
し
た
の
か
。
読
み
本
系
で
唯
一
、
宗
盛
の
出
自
に

触
れ
て
い
る
の
が
盛
衰
記
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
。

　
　

�

宗
盛
ハ
入
道
大
相
國
の
子
ニ
モ
非
ス
。
我
カ
子
ニ
モ
ナ
シ
…
（
略
）
…
入
道
ノ

子
ニ
成
ケ
ル
故
ハ
、
重
盛
ヲ
嫡
子
ニ
儲
ケ
テ
後
、
又
懐
妊ク
ハ
イ

シ
タ
リ
ケ
ル
…
（
略
）

…
月
滿
シ
テ
生
マ
レ
タ
ル
ハ
女
子
也
シ
…
（
略
）
…
唐
ラ
笠
法
橋
ト
云
ケ
ル
者
カ

許
ト
ニ
男
子
ヲ
産
ミ
タ
リ
ケ
ル
ニ
取
リ
替
ヘ
ツ
ヽ
、
入
道
ニ
男
子
儲
タ
ル
由
告
タ

レ
ハ
…
（
略
）
…

　

阿
波
民
部
成
良
の
返
忠
に
よ
り
、
平
氏
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
報
告
を
知
盛

か
ら
聞
い
た
二
位
の
尼
・
時
子
は
絶
望
し
、
宗
盛
の
出
自
を
突
然
語
り
出
す
場
面
で

あ
る
。
宗
盛
は
清
盛
夫
婦
の
子
で
は
な
く
、
清
水
寺
北
の
坂
辺
り
で
唐
笠
を
商
う
者

の
子
で
あ
っ
た
と
す
る（

（3
（

。『
平
家
評
判
』
が
こ
う
し
た
宗
盛
の
出
自
に
加
え
て
平
家

の
棟
梁
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
「
生
き
て
の
恥
、
死
に
て
の
辱は

ぢ

、
何い
づ

れ
も
劣
ら
ざ
り
け

り
」
と
い
う
意
識
か
ら
創
出
し
た
戯
画
化
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
正
当
性
」
と
考
え

た
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
平
家
評
判
』
作
者
が
盛
衰
記
を
見
て
い
た
蓋
然
性
は

高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
何
故
、
宗
盛
の
戯
画
化
を
「
傳
曰
」
に
載
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
と
い

う
点
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
例
え
ば
巻
五
に
集
中
す
る
『
新
刊
吾
妻
鏡
』（
以
下
、

吾
妻
鏡
と
略
す
）
の
挿
入
で
あ
る
。
矢
印
以
下
は
『
平
家
評
判
』
に
対
応
す
る
吾
妻

鏡
の
記
述
で
あ
る
。

　

巻
五　

「
大
庭
早
馬
」
十
三
・
ウ
～
オ　
　

→
治
承
四
年
八
月
九
日
条（

（3
（

　

同　
　

「
朝
敵
揃
」　

十
五
・
オ
～
ウ　
　

→
治
承
四
年
八
月
六
日
条（

（3
（

　

同　
　

「
伊
豆
院
宣
」
七
・
オ
～
八
・
オ　

→
治
承
四
年
四
月
九
日
条（

（3
（

　

同　
　

「
伊
豆
院
宣
」
八
・
オ
～
ウ　
　
　

→
治
承
四
年
六
月
一
九
日
条（

（3
（

　

同　
　

「
伊
豆
院
宣
」
八
・
ウ
～
九
・
オ　

→
治
承
四
年
六
月
二
七
日
条（

（3
（

　

巻
十
一
「
先
帝
御
入
水
」
二
十
一
・
オ
～
ウ
→
寿
永
三
年
三
月
一
日
条（

（4
（

　

吾
妻
鏡
は
特
に
徳
川
家
康
が
こ
れ
を
重
ん
じ
、伝
本
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
、
い
わ
ゆ
る
伏
見
版
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
字
印
行
さ
せ
て

い
る
。

　

ま
た
、
渥
美
か
を
る
氏
は
「
吾
妻
鏡
と
盛
衰
記
に
対
す
る
家
康
の
、
異
常
な
ま
で

の
執
着
が
察
せ
ら
れ
る
」
と
解
説
で
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
尚
、
本
論
で
参
照
し
た
『
新
刊

吾
妻
鏡
』
は
無
刊
記
で
慶
長
・
元
和
年
中
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
承
兌

に
よ
る
跋
文
は
整
版
で
、
伏
見
版
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
襲
用
さ
れ
て
い
る
。
第
一
冊
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目
録
終
葉
裏
に
「
羅
浮
本
云
」
と
し
て
林
羅
山
の
考
証
を
移
写
し
て
い
る
と
い
う
も

の
で
あ
る（

（4
（

。

　

こ
れ
ら
の
章
段
に
「
傳
曰
」
と
し
て
吾
妻
鏡
の
多
用
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
平

家
の
末
路
を
暗
示
す
る
「
大
庭
早
馬
」
そ
し
て
滅
び
か
け
た
源
家
が
復
活
の
鼓
動
を

象
徴
す
る
「
朝
敵
揃
」「
伊
豆
院
宣
」
に
夥
し
い
ま
で
の
吾
妻
鏡
の
引
用
、
そ
し
て

巻
八
「
征
夷
将
軍
ノ 
院
宣
」
の
〈
傳
曰
〉
に
お
け
る
盛
衰
記
を
基
に
し
た
頼
朝
賞

賛
の
記
事
（
二
・
ウ
～
五
・
オ
）、
更
に
清
盛
の
血
を
引
き
継
ぐ
安
徳
天
皇
の
滅
び

に
よ
っ
て
源
家
創
業
の
夢
が
実
現
す
る
「
先
帝
御
入
水
」
に
『
平
家
物
語
』
が
載
せ

て
い
な
い
平
家
追
討
の
下
し
文（

（4
（

を
載
せ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
更
に
は
安
徳
天

皇
誕
生
に
際
し
、「
世
の
禍

わ
ざ
は
ひ

の
も
と
た
る
べ
し
」「
世
を
な
や
ま
し
給
ふ
べ
き
王
子

た
る
べ
し
」「
王
子
御
誕た

ん

生
ま
し
〳
〵
け
れ
は
天
下
の
公
役
し
げ
く
し
て
…
苦
く
る
し
む

事

多お
ほ
く

し
て
、
終つ
ゐ

に
は
天
下
み
た
れ
、
こ
の
王
子
も
た
め
し
な
き
御
難
に
の
み
あ
は
せ

給
ひ
」（
巻
三
「
許
文
」
六
・
オ
）、「
朝
敵
揃
」
で
は
「
此
主
上
は
、
不
義
の
王
位

を
續つ

ぎ

給
ひ
、
」（
一
七
・
オ
）
は
盛
衰
記
の
「
不
レシ
テ

患う
れ
へ二

位
ノ
之
不
レル
ヲ
貴
一ナ
ラ
。
而
患
フ二

德
之の

不
レル
ヲ

崇
タ
ツ
ト
カ
ラ

。
不
レシ
テ
耻
一
禄
之
不
レル
ヲ

夥
ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ
カ
ラ而

耻
二ツ
ト
智
之
不
レル
ヲ

博
ヒ
ロ
カ
ラ
サ

云
フ
ト

イ
ヘ
リ
」
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
或
い
は
又
、

　
　

�

評
曰
、
雲
日-

月
に
お
ほ
つ
て
其-

光
を
う
し
な
ふ
。
人
悪
縁え
ん

に
し
た
し
ん
で
其

德
を
け
が
す
。
実げ

に

や
十
善
の
帝み
か
と

と
な
ら
せ
給
ひ
、
一
旦
の
御
果く
は

報ほ
う

め
で
た
し

と
い
へ
ど
も
、
悪
縁え

ん

に
な
れ
し
た
し
み
給
ひ
け
れ
ば
、
今
更
か
ゝ
る
御
身
と
な

ら
せ
給
ひ
、
長
生
不
老
の
御
薬
も
、
忽

た
ち
ま
ち

に
尽つ
き

果は
て

、
落-

花
の
波
風
に
く
た
け
る

が
ご
と
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（「
先
帝
御
入
水
」
二
十
二
・
オ
）

と
〈
傳
曰
〉〈
評
曰
〉
の
中
で
十
歳
に
も
満
た
な
い
帝
に
向
け
る
『
平
家
評
判
』
の

冷
徹
な
視
線
で
あ
る
。
清
盛
の
不
徳
を
受
け
継
い
だ
幼
帝
へ
の
正
当
性
の
完
全
否
定

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
『
平
家
評
判
』
が
〈
傳
曰
〉
で
語
り
始
め
る
記
事
は

殆
ど
が
盛
衰
記
、
吾
妻
鏡
で
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　

源
家
復
活
を
象
徴
す
る
特
定
の
章
段
に
吾
妻
鏡
の
多
用
と
盛
衰
記
を
典
拠
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
右
記
の
あ
り
方
は
宗
盛
の
戯
画
化
、
安
徳
天
皇
の
正
当
性
の
否
定
を

も
含
め
て
、
源
家
創
業
に
特
別
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
人
物
の
為
に
挿
入
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
〈
読
む
〉
も
し
く
は
〈
聞
〉
い
て
最
も
関
心

を
寄
せ
る
、
又
は
喜
ぶ
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
一
度
、「
吾
妻
鏡
と
盛
衰
記
に
対
す
る
家
康
の
、
異
常
な
ま
で
の
執
着
が
察
せ

ら
れ
る
」
と
い
う
渥
美
か
を
る
氏
の
解
説
と
兵
藤
裕
己
氏
が
説
い
た
、

　
　

�

た
と
え
ば
近
世
の
初
頭
、「
平
家
」
が
幕
府
の
式
楽
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、

徳
川
家
康
が
清
和
源
氏
（
新
田
流
）
の
由
緒
の
も
と
に
征
夷
大
将
軍
と
な
っ
た

こ
と
と
無
縁
に
は
考
え
が
た
い
。
近
世
初
頭
に
『
平
家
物
語
』
が
さ
か
ん
に
版

行
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
れ
が
近
世
初
頭
に
あ
っ
て
も
源
氏
将
軍
家
の
草
創
・
起

源
神
話
と
し
て
の
一
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

と
い
う
点
を
思
い
出
し
た
い
。
そ
し
て
、『
平
家
物
語
評
判
瑕
類
』（
正
徳
二

〈
一
七
一
二
〉
年
刊
）
の
凡
例
に
「
評
判
の
作
者
姓
字
未
レ
審 

但
世
に
憚
有
不
レ
記
」

と
あ
る
よ
う
に
、
権
力
者
の
側
近
く
伺
候
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
平
家
評
判
』
作
者

に
よ
っ
て
家
康
が
最
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
盛
衰
記
、
吾
妻
鏡
を
織
り
込
ん
で
語
る

『
平
家
評
判
』
の
原
型
の
よ
う
な
語
り
物
が
ご
く
早
い
段
階
で
出
来
上
が
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
そ
し
て
時
を
経
て
、
戦
場
で
の
実
戦
経
験
の
な
い
家

光
に
向
け
て
の
兵
法
に
絡
め
た
政
治
利
用
あ
る
い
は
鑑
戒
と
し
て
肉
付
け
さ
れ
、

十
二
巻
二
十
四
冊
の
『
平
家
評
判
』
が
成
っ
た
と
考
え
る
。
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ま
と
め

　

抑
も
『
平
家
物
語
』
の
中
で
源
平
両
氏
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
か
。
慈

円
が
「
保
元
元
年
七
月
二
日
、
鳥
羽
院
ウ
セ
サ
セ
給た

ま
ひ

テ
後
、
日
本
國
ノ
亂ら
ん

逆げ
き

ト
云

コ
ト
ハ
ヲ
コ
リ
テ
後
ム
サ
ノ
世
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
ル
ナ
リ（

（4
（

」
と
『
愚
管
抄
』
で
記
し
た
よ

う
に
源
平
両
氏
は
「
ム
サ
（
武
者
）」
で
あ
っ
た
。
平
治
の
乱
で
義
朝
が
滅
び
、
平

家
が
「
殿
上
の
交
り
を
だ
に
嫌
は
れ
し
人
の
子
孫
に
て
、
禁
色
・
雑
袍
を
ゆ
り
、
綾

羅
錦
繍
を
身
に
纏
」（
巻
一
「
我
身
の
栄
花
」）い
、権
力
を
恣
に
し
た
結
果
、朝
廷
・

廷
臣
の
憎
し
み
を
受
け
、
平
氏
の
多
く
は
西
海
に
滅
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
頼
朝
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。「
武
勇
の
名
誉
長
じ
給
へ
る
に
よ
つ
て
、
坐ゐ

な
が
ら
征
夷
将
軍
の

院
宣
」（
巻
八
）
が
下
さ
れ
た
と
『
平
家
物
語
』
は
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に

対
応
す
る
『
愚
管
抄
』
の
記
事
は
「
院
ニ
ハ
左さ

う右
ナ
キ
モ
ノ
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ（

（4
（

」「
ヌ

ケ
タ
ル
器
量
の
人
ナ
リ（

（4
（

」
と
頼
朝
を
賞
賛
し
て
い
る
。
更
に
『
平
家
評
判
』
は
以
下

の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　

�

其
人
に
當
り
た
る
事
、
時
の
才
あ
る
に
似
た
り
。
さ
れ
共
法
皇
の
御-
威い-

光く
は
う

に
は
あ
ら
ず
。
是
頼
朝
の
威い-

光
た
る
べ
し
。
此-

故
に
や
此-

時
よ
り
し
て
、

王-

威い

大-

半
す
た
れ
、武-

威
大
に
盛さ
か
ん

に
な
れ
り
（
巻
八
「
朝
敵
揃
」二
・
オ
」）

　

か
つ
て
慈
円
が
「
ム
サ
」
と
蔑
ん
だ
武
者
と
い
う
位
置
が
、「
此
時
よ
り
し
て
、

王
威 

大
半
す
た
れ
、
武
威
大
に
盛さ
か
ん

に
な
れ
り
」
に
成
し
遂
げ
た
頼
朝
を
高
ら
か
に

評
し
て
い
る
。『
平
家
評
判
』は
清
盛
に
「
掠
め
取
る
」と
い
う
悪
行
を
更
に
付
加
し
、

宗
盛
に
は
「
愚
」
と
い
う
戯
画
化
を
、
そ
し
て
安
徳
天
皇
に
は
清
盛
の
不
徳
が
そ
の

身
に
及
ぶ
者
と
し
て
の
正
当
性
の
否
定
を
徳
川
家
が
史
書
と
位
置
づ
け
て
い
る
盛
衰

記
、吾
妻
鏡
を
も
っ
て
三
者
の
正
当
性
へ
の
否
定
を
明
確
化
し
た
と
い
え
よ
う
。翻
っ

て
「
坐ゐ

な
が
ら
に
し
て
征
夷
将
軍
の
院
宣
」
を
受
け
た
清
和
源
氏
を
祖
と
称
す
る
徳

川
家
が
仁
徳
を
備
え
た
正
当
性
へ
の
誇
示
と
も
い
え
よ
う
。

注（
1
）『
新
刊
吾
妻
鏡
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
解
題
に
よ
る
。

（
2
）『
国
史
館
日
録
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、（
寛
文
七
年
十
月
十
一
日
）

（
3
）『
国
史
大
辞
典
』
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）、
国
史
館
日
録
の
項
六
四
九
頁
。

（
4
）
前
掲
、
第
十
一
巻
、
人
美
友
元
の
項
九
五
三
頁
。

（
５
）�

拙
稿
「『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
―
作
者
周
辺
に
つ
い
て
―
」（『
国
文
目
白
』
第
五
四
号
、

二
〇
一
五
・
二
）。

（
6
）�

福
田
安
典
「
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
『
今
大
路
家
書
目
録
』
に
つ
い
て
―
お
伽
の

医
師
の
蔵
書
―
」（『
藝
能
史
研
究
』
129
、
一
九
九
五
・
四
）、
七
一
頁
。

（
7
）『
平
家
物
語
大
事
典
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
・
十
一
）、
長
門
本
の
項
七
三
九
頁
。

（
8
）『
慶
長
古
活
字
版
源
平
盛
衰
記
』
の
八
葉
大
臣
説
話
は
以
下
で
あ
る
。

　
　

�

昔
モ
是
レ
風-

情ゼ
イ

ノ
例
ヤ
有
ラ
ン
ト
ソ
私-

語
キ
ケ
ル
或
人
ノ
申
ケ
ル
ハ
本
朝
ニ
例
ナ
シ
漢
家
ニ

八
葉
大
臣
ト
云
ケ
ル
人
天
下
無
雙
ノ
賢
臣
ニ
テ
忠
ヲ
賞シ
ヤ
ウ

シ
罪
ヲ
憐

あ
は
れ
む-

事
堯
舜
ノ
政
イ
化
ニ

モ
不
レ
異
ナ
ラ
依
テレ
之
ニ
今
ノ
如
ク
禿
ロ

-

童
ベ
ヲ
多
ク
ソ
ロ
ヘ
テ
金-

歸キ-

鳥
ト
云
鳥
ヲ
持
タ
セ
テ
國

〃
巷サ
ト

〃〳
〵

ニ
放は

な
チ
立
テ
仰
セ

含ふ
く
め

云
國
廣ひ

ろ
ク
民
ミ
多
フ
〆
萬
人
ノ
歎し

う
下
愁
上タ
ン
難
キレ
及
ビ二
天-

聽
ニ一
歟か

聞-

出

ニ
随
ヒ
テ
奏
セ
ヨ
直た

だ
チ
ニ
召
シ
行
コ
ナ
ハ
ン
ト
有
ケ
レ
ハ
愁ウ

レ
ヘ

ヲ
の
殘
コ
ス
者
モ
ナ
ク
恨
ラ
ミ
ヲ
含
ム

者
モ
ナ
シ
國
豊と
ミ
テ
民
ミ
恱
ビ
テ
政
イ

-

徳
海-

内
ニ
及
ホ
シ
ケ
リ
サ
レ
バ
是
ヲ
ハ
善-

者
ノ
童
ハ
ト

名
付
ク
ト
イ
ヘ
リ
今
ノ
禿
童
ハ
ハ
事
ニ
觸
レ
テ
歎
ゲ
キ
物
ノ
煩
ラ
ヒ
ア
リ
ケ
レ
バ
惡
ク
者
ノ
童
ト
云

ツ
ヘ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
一
四
七
頁
）。

（
9
）
前
掲
（
3
）
第
十
四
巻
、
横
目
の
項
三
八
一
頁
。

（
10
）�

大
舘
右
喜
「
江
戸
幕
府
巡
見
体
制
の
一
考
察
」（『
帝
京
史
学
』（
19
）、
二
〇
〇
四
・
四
）

一
五
八
頁
。

（
11
）�『
法
と
権
力
の
史
的
考
察
』（
創
文
社
、
一
九
七
七
・
八
）
所
収
、
大
平
祐
一
「
江
戸
幕
府
巡
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見
使
考
」
二
三
五
～
二
三
七
頁
。

（
12
）�
兵
藤
裕
己
『
平
家
物
語
の
歴
史
と
芸
能
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
・
一
）
三
十
頁
。

（
13
）『
昭
和
校
訂 

平
家
物
語 

流
布
本
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
四
三
・
一
〇
）

　
　

�

尚
、『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
・
一
〇
、三
九
九
頁
）
に
よ
れ
ば
流
布
本
『
平
家
物
語
』
の
各
巻
の
章
の
内
容
を
要

約
、
概
略
を
述
べ
論
評
し
た
も
の
、
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
本
文
で
引
用
す
る
『
平
家
物
語
』

は
流
布
本
を
底
本
と
す
る
。　

（
14
）
前
掲
（
13
）
巻
六
「
横
田
河
原
合
戦
」
三
一
〇
頁
。

（
15
）『
玉
葉
』
第
二
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
七
・
九
）、
五
七
八
頁
上
段
。

（
16
）
前
掲
（
15
）
五
七
七
頁
下
段
。

（
17
）
前
掲
（
３
）
第
三
巻
、
六
四
四
頁
、
二
段
目
。

（
18
）
前
掲
（
３
）
六
四
四
頁
、
四
段
目
。

（
19
）
前
掲
（
15
）
五
七
八
頁
下
段
。

（
20
）
前
掲
（
15
）
五
七
六
頁
下
段
。

（
21
）
前
掲
（
15
）
五
七
八
頁
下
段
。

（
22
）
前
掲
（
15
）
五
七
八
六
頁
下
段
。

（
23
）
前
掲
（
３
）
第
八
巻
、
頁
。

（
24
）『
史
料
大
成
18 

兵
範
記 

四
』（
内
外
書
籍
、
一
九
三
六
）、
一
九
四
～
一
九
八
頁
。

（
25
）
前
掲
（
24
）
一
六
八
～
一
六
九
頁
。

（
26
）
前
掲
（
24
）
一
五
八
頁
。

（
27
）
前
掲
（
24
）
一
一
八
～
二
〇
二
頁
。

（
28
）『
謡
曲
大
観 

第
二
巻
』（
明
治
書
院
、
一
九
三
一
・
一
）
所
収
「
大
佛
供
養
」
を
参
照
。

（
29
）
演
能
記
録
に
つ
い
て
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
連
歌
・
演
能
雅
楽
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
照
。

（
30
）
前
掲
（
13
）
巻
五
「
富
士
川
」
二
六
二
頁
。

（
31
）
高
名
を
残
す
事
に
つ
い
て
『
平
家
評
判
』
は
「
先
帝
御
入
水
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

夫そ
れ

後こ
う

世せ
い

に
其
名な

を
た
か
く
な
し
ぬ
る
人
、
全

ま
つ
た
く

求も
と
め

て
是
を
得
た
る
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
大
道

を
専
も
つ
は
ら

守
る
に
よ
つ
て
、
其
德と

く

、
世
の
為
人
の
為
と
成
て
、
必
其
名
を
高
く
せ
り
。（
二
十
・

オ
）。

（
32
）『
本
朝
通
鑑
』
巻
七
五
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
九
）、
二
六
一
〇
頁
。

（
33
）�

加
美
宏
「『
太
平
記
理
尽
抄
鈔
』
と
『
本
朝
通
鑑
』」
―
近
世
に
お
け
る
『
太
平
記
』
受
容
史

の
一
班
―
（『
人
文
学
』
第
百
四
十
六
号
、
同
志
社
大
学
人
文
学
会
、
一
九
八
八
・
九
）。

（
34
）
宗
盛
の
出
自
『
慶
長
古
活
字
版 

源
平
盛
衰
記
』
巻
第
四
十
三
、一
六
〇
頁
。

（
35
）『
新
刊
吾
妻
鏡
』
巻
一
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
コ
マ
№
19
・
20
。

（
36
）
前
掲 （
35
）
巻
一
、
コ
マ
№
19
。

（
37
）
前
掲 （
35
）
巻
一
、
コ
マ
№
13
・
14
。

（
38
）
前
掲 （
35
）
巻
一
、
コ
マ
№
16
。

（
39
）
前
掲 （
35
）
巻
一
、
コ
マ
№
17
。

（
40
）
前
掲 （
35
）
巻
三
、
コ
マ
№
56
。　

（
41
）�

渥
美
か
を
る
解
説
『
古
典
資
料
類
従
19 

慶
長
古
活
字
版 

源
平
盛
衰
記
』（
汲
古
書
院
、

一
九
七
四
・
八
）
解
説
六
二
九
頁
。

（
42
）
前
掲
（
1
）
解
題
に
よ
る
。

（
43
）�

前
掲
（
35
）
九
國
下
し
文
に
つ
い
て
は
『
新
刊
吾
妻
鏡
』
巻
三
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
寛
永
三
刊
）、
コ
マ
番
号
56
を
参
照
し
た
。
尚
、『
平
家
評
判
』
の
下
文

は
以
下
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
記
す
。

　
　
　

�

下
す　

鎮-

西
九-

國
の
住-

人
等
早は

や
く

鎌
倉
殿
の
御
家
人
と
し
て
、
且か

つ
ハ
は
本
の
ご
と
く
安-

堵

し
、
且か
つ
ハ
は
各

を
の
〳
〵

引い
ん-

率ぞ
つ

し
て
、
平
家
の
賊ぞ

く-

徒と

を
追つ

い-

討
す
べ
べ
き
事
。　
（
二
十
一
・
オ
）

（
44
）『
日
本
古
典
文
学
大
系
86
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
・
一
）、
二
〇
六
頁
。

（
45
）
前
掲
（
44
）
二
七
五
頁
。

（
46
）
前
掲
（
44
）
二
七
六
頁
。

（
日
本
文
学
専
攻　

博
士
課
程
後
期
三
年
）

T
he G

enpei Jhosuiki as Seen in the H
eike M

onogatari H
yoban 

H
idensho: Considered in T

erm
s of the Estim

ations of K
iyom

ori, 
M

unem
ori, and Em

peror A
ntoku

A
BE M

ichiyo
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［A
bstract

］T
he H

eike M
onogatari H

yoban H
idensho [Secret 

T
eachings on Criticism

 and Judgm
ent of the T

ale of the H
eike], 

published in 1650, contains num
erous passages that are thought to 

have the G
enpei Jhosuiki [A

ccount of the Rise and Fall of the 
M

inam
oto and T

aira H
ouses] as their source.  O

ne instance of this is 
in the “Cho-teki zoroe” [Listing of Enem

ies of the Court] section, w
hich 

states about Em
peror A

ntoku that “this em
peror succeeded to a reign 

that w
as w

rongful” (17-“o”).  T
hen, published 20 years after the H

eike 

M
onogatari H

yoban H
idensho, cam

e the H
oncho tsugan [A

 M
irror of 

Japanese H
istory] (1670), w

hich also states in the section on Em
peror 

A
ntoku that he “did not suffer due to his position being ignoble, and 

he did suffer due to his virtue not being venerated,” citing the G
enpei 

Jhosuiki as its source.  T
his indicates an understanding that is close 

to that in the H
eike M

onogatari H
yoban H

idensho.  H
ow

ever, the 
H

oncho tsugan is a historical overview
 w

hile the H
eike M

onogatari 

H
yoban H

idensho is a popular literary w
ork (kanazoshi), and the tw

o 
cannot be com

pared directly.  T
he issue is that the H

oncho tsugan, 
w

hich w
as w

ritten 20 years after the H
eike M

onogatari H
yoban 

H
idensho w

as published, expresses a com
m

on understanding w
ith the 

H
eike M

onogatari H
yoban H

idensho regarding its estim
ation of 

Em
peror A

ntoku.  K
aoru A

tsum
i m

ade the point that T
okugaw

a 
“Ieyasu had a practically abnorm

al adm
iration for the Azum

a kagam
i 

[M
irror of the East] and G

enpei Jhosuiki.”  T
his paper therefore 

exam
ines w

hat that m
eans by focusing on the figures of K

iyom
ori, 

M
unem

ori, and Em
peror A

ntoku in the G
enpei Jhosuiki, w

hich the 

T
okugaw

a fam
ily treated as a historical w

ork.

［Key W
ords

］Insinuation, legitim
acy, caricature, G

enpei Jhosuiki, 
Azum

a K
agam

i


